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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第75回

高
騰
の
一
途
を
た
ど
る
病
院
建
築
費

　

な
ぜ
病
院
建
物
の
建
築
費
が
大
幅
に
上
昇
し
て
い

る
の
か
。
図
１
は
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

の
貸
し
付
け
実
績
に
基
づ
く
病
院
建
築
費
の
㎡
単
価

の
推
移
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
２
０
２
４
年
度
の
㎡
単

価
は
４
４
２
千
円
、
定
員
１
人
当
た
り
建
設
費
は

２
５
６
５
６
千
円
と
な
り
、
い
ず
れ
も
調
査
を
開
始
し

た
２
０
１
０
年
度
以
降
で
最
高
額
を
記
録
し
て
い
る
。

　

病
院
建
築
費
は
東
日
本
大
震
災
前
の
２
０
１
１
年

頃
が
最
も
低
い
状
況
に
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
の

災
害
復
興
需
要
を
契
機
と
し
て
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
大
阪
万
博
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
都
市
部
に
お
け

る
大
規
模
再
開
発
な
ど
の
建
物
建
築
、
さ
ら
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
円
安
に

よ
る
輸
入
材
料
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
で
病
院
の

建
築
費
は
高
騰
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。

建
築
費
上
昇
の
要
因
と
な
る
労
務
費

　

そ
し
て
、
最
近
の
建
築
費
を
上
昇
さ
せ
る
要
因
が

労
務
費（
人
件
費
）で
あ
る
。
図
２
は
建
設
業
に
お
け

る
就
業
者
数
の
グ
ラ
フ
で
あ
る
。
１
９
９
７
（
平
成

９
）
年
が
ピ
ー
ク
で
、
そ
こ
か
ら
急
激
に
減
少
し
、

近
年
は
５
０
０
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
た
。
そ
れ

が
２
０
２
２（
令
和
４
）年
は
４
７
９
万
人
に
急
減
し

て
い
る
。

　

病
院
の
建
築
に
お
い
て
は
、
下
請
け
の
職
人
た
ち

が
具
体
的
な
仕
事
を
す
る
。
職
人
の
仕
事
に
は
定
年

退
職
が
な
い
。
体
が
動
か
な
く
な
っ
て
引
退
す
る
ま

で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
高

齢
の
職
人
が
引
退
し
始
め
て
い
て
、
若
い
人
も
一
定

数
は
就
業
す
る
け
れ
ど
も
、
高
齢
の
職
人
の
引
退
の

数
の
方
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

図
３
は
年
齢
階
層
別
建
設
業
就
業
者
の
グ
ラ
フ
で

あ
る
。
60
歳
以
上
が
77
・
６
万
人
で
25
・
７
％
、
29

歳
以
下
が
35
・
３
万
人
で
11
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

あ
と
10
～
20
年
す
る
と
こ
の
60
歳
以
上
の
77
・
６
万

人
は
引
退
す
る
。
新
規
で
建
設
業
に
入
っ
て
く
る
人

病
院
建
築
費
を
考
え
る（
そ
の
２
）

―
な
ぜ
病
院
建
築
費
が
高
騰
す
る
の
か

城
西
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図１  病院建築費の㎡単価の推移

図2  建設業における職業別就業者数の推移

図3  年齢階層別建設業就業者

福祉医療機構「福祉・医療施設の建設費について」のデータに基づき作成

出典：総務省「労働力調査」（暦年平均）を基に国土交通省で算出
令和5年中央建設業審議会・社会資本整備審議会産業分科会建設部会資料『建設業就業者の現状』

出所：総務省「労働力調査」（令和４年平均）をもとに国土交通省で作成
令和5年中央建設業審議会・社会資本整備審議会産業分科会建設部会資料『建設業就業者の現状』
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材
は
少
子
化
で
先
細
る
。
今
後
、
建
設
業
界
の
人
手

不
足
は
確
実
と
い
う
話
に
な
る
。

　

人
手
不
足
だ
か
ら
賃
金
は
上
が
る
。
若
い
職
人
は

賃
金
が
高
く
、
労
働
条
件
が
良
く
な
い
と
建
設
業
界

に
勤
務
し
な
い
。
２
０
２
４
年
４
月
に
は
、
医
師
お

よ
び
建
設
業
や
運
輸
業
従
事
者
に
働
き
方
改
革
の
関

連
法
に
よ
る
時
間
外
労
働
上
限
規
制
が
導
入
さ
れ

た
。
今
ま
で
で
あ
れ
ば
工
期
内
に
完
成
さ
せ
る
た
め

に
土
日
も
休
み
な
く
働
い
て
い
た
の
が
、
土
日
は
完

全
に
休
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
影
響
で
工
事
期
間

が
長
く
な
る
、
結
果
と
し
て
建
設
費
が
上
が
る
と
い

う
話
に
な
る
。

　

２
０
２
５
年
12
月
12
日
に
は
改
正
建
設
業
法
が
全

面
施
行
さ
れ
、
標
準
労
務
費
（
労
務
費
に
関
す
る
基

準
）に
つ
い
て
の
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
建

設
業
の
技
能
者
処
遇
改
善
と
持
続
可
能
性
確
保
の
た

め
、
請
負
契
約
に
お
け
る
労
務
費
の
適
正
な
水
準（
相

場
観
）
と
し
て
、
国
土
交
通
省
が
職
種
別
の
基
準
値

を
算
定
・
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
標
準
労
務
費

が
発
注
者
・
受
注
者
間
の
価
格
交
渉
の
基
準
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
労
務
費
を
た
た
い
て
建
設
費

を
安
く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で

は
、
建
設
資
材
が
高
騰
し
た
場
合
、
労
務
費
を
下
げ

て
建
設
費
の
帳
尻
を
合
わ
せ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

労
務
費
を
確
実
に
確
保
し
、
建
設
の
材
料
費
の
増
加

分
は
全
て
発
注
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
建
設

会
社
は
赤
字
を
か
ぶ
ら
な
く
て
い
い
、
発
注
者
の
負

担
、
建
築
費
の
値
上
げ
で
対
応
す
る
、
競
争
原
理
で

は
な
く
価
格
管
理
で
労
務
費
を
建
設
費
に
上
乗
せ
す

る
と
い
う
の
が
国
土
交
通
省
の
方
針
と
考
え
る
。

診
療
報
酬
と
の
違
い

　

病
院
建
築
費
を
診
療
報
酬
と
比
較
す
る
と
、
大
き

な
差
異
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
病
院
の
収
入
と
な

る
診
療
報
酬
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
定
価
格
で
一
括

管
理
し
て
い
る
。
利
用
者
に
病
院
の
赤
字
を
転
嫁
で

き
な
い
た
め
、
現
在
、
日
本
中
の
病
院
が
経
営
に
苦

し
ん
で
い
る
。
人
手
不
足
の
中
で
、
高
騰
す
る
職
員

人
件
費
は
、
他
の
業
界
と
の
人
材
確
保
の
戦
い
に
な

る
。
こ
の
戦
い
に
つ
い
て
医
療
業
界
は
限
ら
れ
た
診

療
報
酬
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
診
療
報
酬
内

で
人
件
費
急
騰
に
対
応
す
る
収
益
を
確
保
す
る
た
め

に
、
今
度
は
病
院
間
の
競
争
が
激
化
す
る
こ
と
に
な

る
。
も
っ
と
も
医
療
費
を
自
由
診
療
と
し
て
価
格
の

転
嫁
を
患
者
に
負
担
さ
せ
る
と
、
貧
し
い
人
は
医
療

を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
簡
単
な
話
で
は
な
い
。

今
後
の
病
院
建
築

　

今
後
病
院
の
建
築
費
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

建
設
人
材
の
不
足
か
ら
労
務
費
は
確
実
に
上
が
り
、

病
院
建
設
費
は
高
騰
し
て
い
く
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、

将
来
は
建
設
人
材
不
足
で
建
物
を
建
て
る
人
が
い
な

く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

現
在
、
建
て
替
え
を
考
え
て
い
る
自
治
体
病
院
は

建
築
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
今
ま
で
は
、

病
院
建
築
は
競
争
原
理
に
よ
っ
て
、
建
設
費
を
安
く

抑
え
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
も
う
で
き
な
い
。

シ
ン
プ
ル
で
、
建
設
し
や
す
く
て
、
手
が
挙
が
り
や

す
い
、
建
設
会
社
の
利
益
が
上
が
り
や
す
い
。
そ
う

い
う
建
物
以
外
は
建
設
で
き
な
い
時
代
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
る
。

　

最
近
の
例
で
は
、
５
０
０
床
程
度
の
病
院
の
建
設

費
が
上
が
っ
て
手
を
挙
げ
る
会
社
が
な
い
と
い
う
例

を
聞
い
て
い
る
。
建
設
会
社
か
ら
す
る
と
、
設
備
関

係
の
人
手
が
い
ち
ば
ん
足
り
て
い
な
い
と
い
う
。
規

模
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
多
く
の
職
人
が
必

要
に
な
る
が
集
め
ら
れ
な
い
。
逆
に
１
０
０
床
や
60

床
く
ら
い
の
シ
ン
プ
ル
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
だ
と
、

人
手
不
足
で
は
あ
る
が
職
人
を
何
と
か
集
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
技
術
の
維
持
の
た
め
、
病
院
建
築
の
仕

事
は
続
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
手
が
挙
が
る
場
合
も

あ
る
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
や
そ
の
時
の
状
況

に
よ
っ
て
も
全
然
違
う
。
い
か
に
コ
ン
パ
ク
ト
で
建

設
し
や
す
い
建
物
の
計
画
や
設
計
を
す
る
か
が
こ
れ

か
ら
の
自
治
体
病
院
の
建
築
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と

考
え
る
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